
このコーナーでは、ふるさと納税のお金を活用した、
さまざまな事業を紹介します。

Vol.45

問 つくばみらいスマート IC に関すること：谷和原庁舎プロジェクト推進課（内線 5504）
　 ふるさと納税寄附金の使いみちに関すること：伊奈庁舎企画政策課（内線 1202）

寄附区分：安心して暮らせるまちづくり事業

　この８月 29 日、「つくばみらいスマートインターチェン
ジ」がいよいよ開通。市内から高速道路へのアクセスが向
上し、暮らしや地域経済に大きな効果が期待されています。
　みらい平駅周辺からは、混雑しやすい国道 294 号を
通らずに高速道路へ接続できるようになり、谷和原 IC
までの所要時間は約８分短縮されます。また、工業団地
などへのアクセス向上により、物流の効率化や企業立地
の促進が期待されるほか、高度救急医療機関への搬送時
間の短縮にもつながります。
　スマート IC は、単なる高速道路の出入口ではなく、
人や物をつなぎ、新たな活力を生み出すまちの玄関口で
す。本市では、この新たな拠点を生かしたまちづくりを
進め、より便利で安心して暮らせるまちの実現を目指し
ていきます。

未来へつながる、 新たな玄関口

ー待望のスマート IC が開通ー

「つくばみらいスマート IC」 関連事業

725 万 6 千円に

ふるさと納税を活用！ふるさと納税を活用！

問 伊奈庁舎防災課（内線 2502）

西ノ台自治会自主防災組織が、（一財）自治総合セン
ターが行うコミュニティ助成事業を活用し、災害時に
活用する資機材と防災倉庫を整備しました。
この助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの受託事業収入を財源とし、コミュニティ活動
などに必要な施設や備品などを整備するものです。

宝くじの助成金で
資機材などを整備

「災害時における
避難場所等の
提供に関する協定」
を締結！
７月 14 日、㈱荒川樹脂と「災害時における避難場所等の
提供に関する協定」を締結しました。
協定締結により、災害時には㈱荒川樹脂茨城工場の駐車場
を避難場所および資機材置場などとして活用することが可
能となり、市民の安全確保や災害応急対策の円滑な実施に
つながります。

左から小田川市長、㈱荒川樹脂 千
ち よ だ

代田貢
こういち

一代表取締役社長

問 伊奈庁舎防災課（内線 2502）

８月 29 日 午後３時開通！

至 谷和原 IC （東京方面）

至 谷田部 IC （水戸方面）
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